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□８ 質問紙調査の結果（本市の実態）                           

                             

領  域 
本市児童生徒の傾向 

○…小・中共通  ○小…小学校  ○中…中学校  

基本的生活習慣等 
○毎朝同じくらいの時刻に起き、朝食を食べるなど、規則正しいリズムで

生活している。 

挑戦心、達成感、規

範意識、自己有用感

等 

○将来の夢や目標をもっている。 

○いじめはどんな理由があってもいけないことだと考えている。 

○人の役に立つ人間になりたいと思っている。 

○友達と協力するのは楽しいと思っている。 

学習習慣、学習環境

等 

○自分で計画を立てて勉強をしている児童生徒の割合が全国・県平均より

高い。 

○新聞を読む児童生徒の割合が全国・県平均より高い。 

○学習塾や家庭教師の先生（インターネットを通じて教わることも含む）

に教わっている児童生徒の割合が、全国平均より低い。 

地域や社会に関わ

る活動の状況等 

○地域の行事に参加している児童生徒、地域や社会をよくするために何を

すべきかを考えている児童生徒の割合が、全国・県平均より高い。 

ICT を活用した学習

状況 

○学習の中で ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思っている。 

○友達と意見交換をしたり調べたりするために、学校で ICT 機器を使用し

ている児童生徒の割合が全国・県平均より低い。 

主体的・対話的で深

い学びの視点から

の授業改善に関す

る取組状況 

○話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞き、自分の考えも伝えてい

る。 

○小学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直

し、次の学習につなげることができる。 

○中話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが

できる。 

 

総合的な学習の時

間、学級活動、特別

の教科 道徳 

○学級活動における学級での話合いを生かして、学級生活をよりよくしよ

うとしたり、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んだりしている

児童生徒の割合が全国平均より高い。 

○小総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、

調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる。 

○中道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合っ

たりする活動に取り組んでいる。 

学習に対する興味

関心や授業の理解

度等 

○授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思っている。

○小国語の勉強が好きで、授業の内容がよく分かると感じている。 

○中数学の勉強が好きで、大切だと思ったり、数学の授業で学習したこと

を普段の生活に活用しようとしたりしている児童生徒の割合が、全

国・県平均より高い。 

新型コロナウイル

ス感染症の影響 

○休校期間中、計画的に学習を続けることができたと感じている児童生徒

の割合が、全国・県平均より高い。 
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□９ 学力と相関関係があった質問項目                    

    学力と相関関係があった質問項目から、正答率が高かった児童生徒には、次のような 

傾向が見られた。 

 

■ 小学校６年生・中学校３年生 共通                         

・自分と違う意見について考えるのが楽しいと思っている。 

・学級の友達との間で話し合う活動では、話し合う内容を理解して、相手の考えを最

後まで聞き、友達の考え（自分と同じところや違うところ）を受け止めて自分の考

えをしっかり伝えている。 

・課題の解決に向けて、自分で考え、進んで取り組んでいる。 

・友達と話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりすることができてい

る。 

・国語の授業では、目的に応じて、自分の考えが伝わるように根拠を明確にしたり、

表現を工夫したりして書いている。 

・国語の授業では、目的に応じて文章を読み、感想や考えをもったり、自分の考えを

広げたりしている。 

・算数・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考

えている。 

 

□１０ 今後、重点的に取り組んでいくこと                   

 ○児童生徒の学習意欲と自信を高めながら、「知識・技能」「活用する力」を一体的に

伸ばすこと。 

  ○各教科等の学習で、筋道立てて考え、自分の考えを分かりやすく説明したり書いたり

する力を一層高めること。 

○本や新聞を読むことを一層推進し、読解力の向上を図ること。 

○目的に応じて、効果的に ICT 機器を使った授業を展開していくこと。 

 

□１１ 学校教育課としての指導や支援、対策                    

 ○各教科におけるむつ市の児童生徒の傾向を踏まえ、要請訪問等で、知識･技能の習得と

活用する力の育成を図る具体的な指導法について指導・助言する。  

 ○タブレットドリル、活用型問題集「ドリームワーク」の活用を一層推進する。 
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